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レプリケーション関係を一度に1ステップずつ設定

デスティネーションボリュームを作成する

デスティネーションでコマンドを使用すると、デスティネーションボリュームを作成で
き `volume create`ます。デスティネーションボリュームのサイズは、ソースボリューム
と同じかそれ以上である必要があります。

ステップ

1. デスティネーションボリュームを作成します。

volume create -vserver SVM -volume volume -aggregate aggregate -type DP -size

size

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、という名前の2GBのデスティネーションボリュームを作成し `volA_dst`ます。

cluster_dst::> volume create -vserver SVM_backup -volume volA_dst

-aggregate node01_aggr -type DP -size 2GB

レプリケーションジョブスケジュールの作成

ジョブスケジュールは、スケジュールが割り当てられているデータ保護関係
をSnapMirrorが自動的に更新するタイミングを決定します。System Managerまたはコマ

ンドを使用して、レプリケーションジョブスケジュールを作成できます job schedule

cron create。

タスクの内容

ジョブスケジュールは、データ保護関係の作成時に割り当てます。ジョブスケジュールを割り当てない場合
は、関係を手動で更新する必要があります。

手順

レプリケーションジョブスケジュールは、System ManagerまたはONTAP CLIを使用して作成できます。
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System Manager

1. [保護]>[概要]に移動し、[ローカルポリシー設定]*を展開します。

2. [スケジュール]*ペインで、をクリックします 。

3. [スケジュール]ウィンドウで、をクリックします 。

4. [スケジュールの追加]ウィンドウで、スケジュール名を入力し、コンテキストとスケジュールタイプ
を選択します。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

CLI

1. ジョブスケジュールを作成します。

job schedule cron create -name <job_name> -month <month> -dayofweek

<day_of_week> -day <day_of_month> -hour <hour> -minute <minute>

`-dayofweek`、および `-hour`では `-

month`、ジョブを毎月、曜日、および時間ごとに実行するように指定できます `all`。

ONTAP 9 .10.1以降では、ジョブスケジュールにSVMを含めることができます。

job schedule cron create -name <job_name> -vserver <Vserver_name>

-month <month> -dayofweek <day_of_week> -day <day_of_month> -hour

<hour> -minute <minute>

Volume SnapMirror関係のFlexVolでサポートされる最小スケジュール（RPO）は5分で
す。Volume SnapMirror関係のFlexGroupボリュームでサポートされる最小スケジュー
ル（RPO）は30分です。

次の例は、土曜日の午前3時に実行するという名前のジョブスケジュールを作成します

my_weekly。

cluster_dst::> job schedule cron create -name my_weekly -dayofweek

"Saturday" -hour 3 -minute 0

レプリケーションポリシーをカスタマイズする

カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

関係のデフォルトポリシーが適切でない場合は、カスタムレプリケーションポリシーを
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作成できます。たとえば、ネットワーク転送時にデータを圧縮したり、SnapMirrorによ
るSnapshotコピー転送の試行回数を変更したりできます。

レプリケーション関係の作成時には、デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。カスタムアーカ
イブ（旧SnapVault）ポリシーまたはユニファイドレプリケーションポリシーの場合は、初期化と更新の際に
転送するSnapshotコピーを決定する1つ以上の_rules_を定義する必要があります。また、デスティネーション
でローカルSnapshotコピーを作成するスケジュールを定義することもできます。

レプリケーションポリシーの _policy type_of によって、サポートされる関係のタイプが決まります。次の表
に、使用可能なポリシータイプを示します。

ポリシータイプ 関係タイプ

非同期ミラー SnapMirror DR

バックアップ SnapVault

ミラー-バックアップ ユニファイドレプリケーション

strict-sync-mirror StrictSyncモードでのSnapMirror同期（ONTAP 9 5以
降でサポート）

同期ミラー 同期モードでのSnapMirror同期（ONTAP 9 5以降でサ
ポート）

カスタムレプリケーションポリシーを作成する場合は、デフォルトポリシーに基づいてポリシ
ーをモデル化することを推奨します。

手順

カスタムのデータ保護ポリシーは、System ManagerまたはONTAP CLIで作成できます。ONTAP 9.11.1以降
では、System Managerを使用してカスタムのミラーポリシーとバックアップポリシーを作成したり、従来の
ポリシーを表示して選択したりできます。この機能は、ONTAP 9.8のONTAP 9.8P12以降のパッチでも利用で
きます。

ソースとデスティネーションの両方のクラスタにカスタムの保護ポリシーを作成します。
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System Manager

1. [保護]>[概要]>[ローカルポリシー設定]*をクリックします。

2. [保護ポリシー]*で、をクリックし ます。

3. [保護ポリシー]*ペインで、をクリックします 。

4. 新しいポリシー名を入力し、ポリシーのスコープを選択します。

5. ポリシータイプを選択します。バックアップ専用ポリシーまたはミラーのみのポリシーを追加するに
は、*非同期*を選択し、*従来のポリシータイプを使用*をクリックします。

6. 必須フィールドに入力します。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

8. もう一方のクラスタで同じ手順を繰り返します。

CLI

1. カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

snapmirror policy create -vserver <SVM> -policy _policy_ -type

<async-mirror|vault|mirror-vault|strict-sync-mirror|sync-mirror>

-comment <comment> -tries <transfer_tries> -transfer-priority

<low|normal> -is-network-compression-enabled <true|false>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ONTAP 9 .5以降では -common-snapshot-schedule、パラメータを使用して、SnapMirror同期関
係の共通のSnapshotコピースケジュールを作成するスケジュールを指定できます。デフォルトで
は、SnapMirror同期関係の共通のSnapshotコピースケジュールは1時間です。SnapMirror同期関係
のSnapshotコピースケジュールには、30~2時間の値を指定できます。

次の例は、データ転送のためのネットワーク圧縮を有効にするSnapMirror DR用のカスタムレプリケ
ーションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

DR_compressed -type async-mirror -comment “DR with network

compression enabled” -is-network-compression-enabled true

次の例は、SnapVaultのカスタムレプリケーションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

my_snapvault -type vault

次の例は、ユニファイドレプリケーション用のカスタムレプリケーションポリシーを作成します。
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cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

my_unified -type mirror-vault

次の例は、StrictSyncモードでSnapMirror同期関係のカスタムレプリケーションポリシーを作成しま
す。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

my_strictsync -type strict-sync-mirror -common-snapshot-schedule

my_sync_schedule

終了後

「 vault 」および「 `m mirror vault 」ポリシータイプの場合は、初期化および更新時に転送する
Snapshot コピーを決定するルールを定義する必要があります。

コマンドを使用し `snapmirror policy show`て、SnapMirrorポリシーが作成されたことを確認します。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ポリシーのルールを定義する

ポリシータイプが「 vault 」または「 M mirror vault 」のカスタムポリシーの場合、初期
化および更新時に転送する Snapshot コピーを決定するルールを少なくとも 1 つ定義す
る必要があります。また、ポリシータイプが「 vault 」または「 `m mirror vault 」のデ
フォルトポリシーのルールを定義することもできます。

タスクの内容

ポリシータイプが「 vault 」または「 `m mirror vault 」のすべてのポリシーには、レプリケートする
Snapshot コピーを指定するルールが必要です。たとえば、「 bi-monthly 」ルールは、 SnapMirror ラベル
が「 bi-monthly 」に割り当てられた Snapshot コピーだけをレプリケートする必要があることを指定しま
す。SnapMirrorラベルは、ソースでSnapshotポリシーを設定するときに指定します。

各ポリシータイプは、1つ以上のシステム定義ルールに関連付けられます。これらのルールは、ポリシータイ
プを指定するとポリシーに自動的に割り当てられます。次の表は、システム定義のルールを示しています。

システム定義のルール ポリシータイプで使用されます 結果

sm_created async-mirror、mirror-vault、
Sync、StrictSync

SnapMirrorで作成されたSnapshot
コピーが初期化および更新の際に
転送されます。

すべてのソーススナップショット 非同期ミラー ソース上の新しいSnapshotコピー
が初期化および更新の際に転送さ
れます。
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毎日 ハツクアツフ、ミラ-vault SnapMirror ラベルが「毎日」のソ
ース上の新しい Snapshot コピーが
初期化および更新の際に転送され
ます。

毎週 ハツクアツフ、ミラ-vault SnapMirror ラベルが「 weekly 」
のソース上の新しい Snapshot コピ
ーは、初期化および更新の際に転
送されます。

毎月 ミラー-バックアップ SnapMirror ラベルが「アース」の
新しい Snapshot コピーがソースに
転送され、初期化と更新が行われ
ます。

app_consistent Sync、StrictSync SnapMirror ラベルが「
app_consistent 」の Snapshot コピ
ーがソースからデスティネーショ
ンに同期的にレプリケートされま
す。ONTAP 9 7以降でサポートさ
れています。

「 async 」ポリシータイプを除き、デフォルトポリシーまたはカスタムポリシーに追加のルールを必要に応
じて指定できます。例：

• デフォルトポリシーの場合 `MirrorAndVault`は、ソース上のSnapMirrorラベルが「bi-monthly」のSnapshot
コピーを照合する「bi-monthly」というルールを作成できます。

• 「 me-vault 」ポリシータイプのカスタムポリシーの場合は、「 bi-weekly 」というルールを作成し、ソー
ス上の Snapshot コピーと「 bi-weekly 」 SnapMirror ラベルを照合します。

ステップ

1. ポリシーのルールを定義します。

snapmirror policy add-rule -vserver SVM -policy policy_for_rule -snapmirror

-label snapmirror-label -keep retention_count

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをデフォルト MirrorAndVault`ポリシーに追加します `bi-

monthly。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

MirrorAndVault -snapmirror-label bi-monthly -keep 6

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム my_snapvault`ポリシーに追加します `bi-

weekly。
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cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

my_snapvault -snapmirror-label bi-weekly -keep 26

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム Sync`ポリシーに追加します `app_consistent。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy Sync

-snapmirror-label app_consistent -keep 1

その後、このSnapMirrorラベルに一致するSnapshotコピーをソースクラスタからレプリケートできます。

cluster_src::> snapshot create -vserver vs1 -volume vol1 -snapshot

snapshot1 -snapmirror-label app_consistent

デスティネーションでローカルコピーを作成するスケジュールを定義する

SnapVault 関係とユニファイドレプリケーション関係の場合は、最後に転送された
Snapshot コピーのコピーをデスティネーションで作成することによって、更新した
Snapshot コピーが破損する可能性を防ぐことができます。この「ローカル・コピー」は
ソース上の保持ルールに関係なく保持されるため、元は SnapMirror によって転送された
Snapshot がソースで使用できなくなった場合でも、そのコピーをデスティネーションで
使用できます。

タスクの内容

コマンドのオプション `snapmirror policy add-rule`で、ローカルコピーを作成するスケジュールを指定し `-
schedule`ます。

ステップ

1. デスティネーションでローカルコピーを作成するスケジュールを定義します。

snapmirror policy add-rule -vserver SVM -policy policy_for_rule -snapmirror

-label snapmirror-label -schedule schedule

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。ジョブスケジュールの作成方法の
例については、を参照してください"レプリケーションジョブスケジュールの作成"。

次の例は、ローカルコピーを作成するスケジュールをデフォルトポリシーに追加します

MirrorAndVault。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

MirrorAndVault -snapmirror-label my_monthly -schedule my_monthly

次の例は、ローカルコピーを作成するスケジュールをカスタムポリシーに追加します my_unified。
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cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

my_unified -snapmirror-label my_monthly -schedule my_monthly

レプリケーション関係を作成する

プライマリストレージのソースボリュームとセカンダリストレージのデスティネーショ
ンボリュームの関係は、_データ保護関係と呼ばれます。_コマンドを使用し
て、SnapMirror DR、SnapVault、またはユニファイドレプリケーションのデータ保護関

係を作成できます。 snapmirror create

この手順は、FAS、AFF、および現在のASAシステムに適用されます。ASA R2システム（ASA
A1K、ASA A70、またはASA A90）がある場合は、に従って"以下の手順を実行します"レプリ
ケーション関係を作成します。ASA R2システムは、SANのみのお客様に特化したシンプル
なONTAPエクスペリエンスを提供します。

ONTAP 9 .11.1以降では、System Managerを使用して、事前に作成されたカスタムのミラーポリシーとバッ
クアップポリシーを選択したり、従来のポリシーを表示して選択したりできます。また、ボリューム
やStorage VMを保護する際に、保護ポリシーで定義されている転送スケジュールを上書きしたりできます。
この機能は、ONTAP 9 .8P12以降のONTAP 9 .8のパッチでも使用できます。

ONTAP 9 .8P12以降のONTAP 9 .8パッチリリースを使用していて、System Managerを使用し
てSnapMirrorを設定している場合は、ONTAP 9 .9.1またはONTAP 9 .10.1P10以降のパッチリリ
ースを使用してONTAP 9 .9.1P13以降およびONTAP 9 .10.1P10以降のパッチリリースをアップ
グレードする必要があります。

開始する前に

• ソースとデスティネーションのクラスタとSVMのピア関係が確立されている必要があります。

"クラスタとSVMのピアリング"

• デスティネーションボリュームの言語は、ソースボリュームの言語と同じである必要があります。

タスクの内容

ONTAP 9 .3までは、DPモードで起動されるSnapMirrorとXDPモードで起動されるSnapMirrorでは、バージョ
ン依存性に対するアプローチが異なり、異なるレプリケーションエンジンが使用されていました。

• DP モードで起動する SnapMirror では、プライマリストレージとセカンダリストレージの ONTAP バージ
ョンを同じにする必要がある、バージョンに依存するレプリケーションエンジンを使用していました。

cluster_dst::>  snapmirror create -type DP -source-path ... -destination

-path ...

• XDP モードで起動する SnapMirror では、バージョンに依存しないレプリケーションエンジンを使用して
いました。そのため、プライマリストレージとセカンダリストレージの ONTAP バージョンが異なってい
てもかまいませんでした。
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cluster_dst::>  snapmirror create -type XDP -source-path ...

-destination-path ...

パフォーマンスの向上に伴い、バージョンに依存するモードで得られるレプリケーションスループットのわず
かな利点よりも、バージョンに依存しないSnapMirrorの大きな利点が大きくなります。このため、XDP .3以
降では、ONTAP 9モードが新しいデフォルトになり、コマンドラインまたは新規または既存のスクリプトで
のDPモードの呼び出しは自動的にXDPモードに変換されます。

既存の関係には影響しません。すでにDPタイプの関係は、引き続きDPタイプになります。次の表は、想定さ
れる動作を示しています。

指定するモード タイプ デフォルトポリシー（ポリシーを指定しない場合）

DP XDP MirrorAllSnapshots（SnapMirror DR）

なし XDP MirrorAllSnapshots（SnapMirror DR）

XDP XDP XDPDefault（SnapVault）

以下の手順の例も参照してください。

変換の例外は次のとおりです。

• SVMデータ保護関係のデフォルトは引き続きDPモードです。

デフォルトポリシーでXDPモードを取得するには、XDPを明示的に指定します MirrorAllSnapshots。

• 負荷共有データ保護関係のデフォルトは引き続きDPモードです。

• SnapLockデータ保護関係のデフォルトは引き続きDPモードです。

• 次のクラスタ全体のオプションを設定した場合、DPの明示的な呼び出しは引き続きデフォルトでDPモー
ドになります。

options replication.create_data_protection_rels.enable on

DPを明示的に呼び出さない場合、このオプションは無視されます。

ONTAP 9 .3以前では、デスティネーションボリュームに格納できるSnapshotコピーは最大251個で
す。ONTAP 9 .4以降では、デスティネーションボリュームに格納できるSnapshotコピーは最大1019個です。

ONTAP 9 .5以降では、SnapMirror同期関係がサポートされます。

ONTAP 9.14.1以降では -backoff-level 、、、の各コマンドにオプションが追加され、 snapmirror

create snapmirror modify snapmirror restore 関係ごとにバックオフレベルを指定できるようにな
りました。オプションは、FlexVol SnapMirror関係でのみサポートされます。オプションのコマンドでは、ク
ライアント処理によるSnapMirrorバックオフレベルを指定します。バックオフ値には、high、medium、none
のいずれかを指定できます。デフォルト値はHighです。
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手順

レプリケーション関係は、System ManagerまたはONTAP CLIを使用して作成できます。
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System Manager

1. 保護するボリュームまたはLUNを選択します。[ストレージ]>[ボリューム]*または[ストレー
ジ]>[LUN]*をクリックし、目的のボリュームまたはLUNの名前をクリックします。

2. をクリックします 

3. デスティネーションクラスタとStorage VMを選択

4. デフォルトでは非同期ポリシーが選択されます。同期ポリシーを選択するには、*[その他のオプショ
ン]*をクリックします。

5. [保護]*をクリックします。

6. 選択したボリュームまたはSnapMirrorの*[ローカルまたはリモート]*タブをクリックして、保護が正
しく設定されていることを確認します。

CLI

1. デスティネーションクラスタから、レプリケーション関係を作成します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

snapmirror create -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume> -type <DP|XDP> -schedule <schedule> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

`schedule`パラメータは、SnapMirror同期関係を作成する場合は使用できません。

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してSnapMirror DR関係を作成し `MirrorLatest`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy

MirrorLatest

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してSnapVault関係を作成し `XDPDefault`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy

XDPDefault

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成し
`MirrorAndVault`ます。
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cluster_dst:> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy

MirrorAndVault

次の例は、カスタムポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成します

my_unified。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy

my_unified

次の例は、デフォルトの `Sync`ポリシーを使用して、SnapMirror同期関係を作成します。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -policy Sync

次の例は、デフォルトの `StrictSync`ポリシーを使用して、SnapMirror同期関係を作成します。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -policy StrictSync

次の例は、SnapMirror DR関係を作成します。DPタイプは自動的にXDPに変換され、ポリシーは指
定されません。デフォルトのポリシーは次のとおり `MirrorAllSnapshots`です。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type DP -schedule my_daily

次の例は、SnapMirror DR関係を作成します。タイプまたはポリシーが指定されていない場合、ポリ
シーはデフォルトでポリシーに設定され `MirrorAllSnapshots`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -schedule my_daily

次の例は、SnapMirror DR関係を作成します。ポリシーが指定されていない場合、デフォルトのポリ
シーがポリシーに設定され `XDPDefault`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

次の例は、事前定義されたポリシーを使用してSnapMirror同期関係を作成し `SnapCenterSync`ま
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す。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -policy SnapCenterSync

事前定義されたポリシー SnapCenterSync`のタイプはです `Sync。このポリシー
は、「app_consistent」を使用して作成されたSnapshotコピーをすべてレプリケート
し `snapmirror-label`ます。

終了後

コマンドを使用し `snapmirror show`て、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コマンド構文
全体については、マニュアルページを参照してください。

関連情報

• "SnapMirrorフェイルオーバーテストボリュームの作成と削除"です。

ONTAPで実行するその他の方法

実行するタスク 参照するコンテンツ

System Manager Classic（ONTAP 9 .7以前で使用可
能）

"SnapVault によるボリュームのバックアップの概要"

レプリケーション関係を初期化する

すべての関係タイプでは、初期化の際に baseline transfer： ソースボリュームの
Snapshot コピーが作成され、そのコピーおよびコピーが参照するすべてのデータブロッ
クがデスティネーションボリュームに転送されます。それ以外の転送の内容はポリシー
によって異なります。

必要なもの

ソースとデスティネーションのクラスタとSVMのピア関係が確立されている必要があります。

"クラスタとSVMのピアリング"

タスクの内容

初期化には時間がかかる場合があります。ベースライン転送はオフピークの時間帯に実行することを推奨しま
す。

ONTAP 9 .5以降では、SnapMirror同期関係がサポートされます。

ステップ

1. レプリケーション関係を初期化します。

snapmirror initialize -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>, …

-destination-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>, …
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コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーションSVMまたはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、の `svm1`ソースボリュームとの `svm_backup`デスティネーションボリューム `volA_dst`の間
の関係を初期化し `volA`ます。

cluster_dst::> snapmirror initialize -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

例：ヴォールト - ヴォールトカスケードを設定します

レプリケーション関係を一度に 1 ステップずつ設定する方法の具体例を示します。この
例で設定するヴォールト - ヴォールトカスケード構成を使用すると、「 m -weekly 」と
いうラベルの付いた 251 個を超える Snapshot コピーを保持できます。

必要なもの

• ソースとデスティネーションのクラスタとSVMのピア関係が確立されている必要があります。

• ONTAP 9.2以降が実行されている必要があります。それより前のリリースの ONTAP では、ヴォールト -
ヴォールトカスケードがサポートされていません。

タスクの内容

この例では次のことを前提としています。

• SnapMirror ラベルが「 my-daily」 、「 my-weekly 」、および「 `my-monthly 」の Snapshot コピーを
ソースクラスタで設定済みである。

• セカンダリデスティネーションクラスタと 3 番目のデスティネーションクラスタに「 volA 」という名前
のデスティネーションボリュームを設定済みである。

• セカンダリデスティネーションクラスタと 3 番目のデスティネーションクラスタに「 `y_snapvault 」
というレプリケーションジョブスケジュールを設定しておきます。

次の例は、 2 つのカスタムポリシーに基づいてレプリケーション関係を作成する方法を示しています。

• 「 'napvault_secondary' 」ポリシーでは、 7 個の日単位 Snapshot コピー、 52 個の週単位 Snapshot コピ
ー、 180 個の月単位 Snapshot コピーがセカンダリデスティネーションクラスタに保持されています。

• 「 'napvault_tertiary policy 」は、 250 個の週単位 Snapshot コピーを 3 番目のデスティネーションクラス
タに保持しています。

手順

1. セカンダリデスティネーションクラスタで、「 $napvault_secondary 」ポリシーを作成します。

cluster_secondary::> snapmirror policy create -policy snapvault_secondary

-type vault -comment “Policy on secondary for vault to vault cascade” -vserver

svm_secondary
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2. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーの「 `my-daily 」ルールを定義します。

cluster_secondary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_secondary

-snapmirror-label my-daily -keep 7 -vserver svm_secondary

3. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーの「 `my-weekly" 」ルールを定義します。

cluster_secondary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_secondary

-snapmirror-label my-weekly -keep 52 -vserver svm_secondary

4. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーの「 my-monthly 」ルールを定義します。

cluster_secondary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_secondary

-snapmirror-label my-monthly -keep 180 -vserver svm_secondary

5. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーを検証します。

cluster_secondary::> snapmirror policy show snapvault_secondary -instance

                     Vserver: svm_secondary

      SnapMirror Policy Name: snapvault_secondary

      SnapMirror Policy Type: vault

                Policy Owner: cluster-admin

                 Tries Limit: 8

           Transfer Priority: normal

   Ignore accesstime Enabled: false

     Transfer Restartability: always

 Network Compression Enabled: false

             Create Snapshot: false

                     Comment: Policy on secondary for vault to vault

cascade

       Total Number of Rules: 3

                  Total Keep: 239

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              my-daily                7  false       0 -

-

                              my-weekly              52  false       0 -

-

                              my-monthly            180  false       0 -

-

6. セカンダリデスティネーションクラスタで、ソースクラスタとの関係を作成します。

cluster_secondary::> snapmirror create -source-path svm_primary:volA

-destination-path svm_secondary:volA -type XDP -schedule my_snapvault -policy
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snapvault_secondary

7. セカンダリデスティネーションクラスタで、ソースクラスタとの関係を初期化します。

cluster_secondary::> snapmirror initialize -source-path svm_primary:volA

-destination-path svm_secondary:volA

8. 3 次デスティネーションクラスタで、「 'napvault_tertiary' 」ポリシーを作成します。

cluster_tertiary::> snapmirror policy create -policy snapvault_tertiary -type

vault -comment “Policy on tertiary for vault to vault cascade” -vserver

svm_tertiary

9. 3 次デスティネーションクラスタで、ポリシーの「 `my-weekly] 」ルールを定義します。

cluster_tertiary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_tertiary

-snapmirror-label my-weekly -keep 250 -vserver svm_tertiary

10. 3次デスティネーションクラスタで、ポリシーを確認します。

cluster_tertiary::> snapmirror policy show snapvault_tertiary -instance

                     Vserver: svm_tertiary

      SnapMirror Policy Name: snapvault_tertiary

      SnapMirror Policy Type: vault

                Policy Owner: cluster-admin

                 Tries Limit: 8

           Transfer Priority: normal

   Ignore accesstime Enabled: false

     Transfer Restartability: always

 Network Compression Enabled: false

             Create Snapshot: false

                     Comment: Policy on tertiary for vault to vault

cascade

       Total Number of Rules: 1

                  Total Keep: 250

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              my-weekly             250  false       0 -

-

11. 3次デスティネーションクラスタで、セカンダリクラスタとの関係を作成します。

cluster_tertiary::> snapmirror create -source-path svm_secondary:volA

-destination-path svm_tertiary:volA -type XDP -schedule my_snapvault -policy

snapvault_tertiary
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12. 3 番目のデスティネーションクラスタで、セカンダリクラスタとの関係を初期化します。

cluster_tertiary::> snapmirror initialize -source-path svm_secondary:volA

-destination-path svm_tertiary:volA
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